
Ｒ5.11.22

1 　一般会計補正予算額

計　　上　　額 245億 1,562万円 

（うち国補正予算への対応 216億 4,385万円） 

（補正内訳）

・ 職員費 18億 4,677万円　　

・ 投資的経費 206億 8,946万円　　

・ 一般行政経費 19億 7,939万円　　

（充当財源）

・ 地方交付税 9億 4,340万円　　

・ 国庫支出金 95億 6,868万円　　

・ 県債 104億 2,100万円　　

・ その他 35億 8,254万円　　

補 正 後 累 計 6,457億 9,479万円　　

繰越明許費 186億  900万円　　

うち投資的経費 180億  2,900万円　　

うち一般行政経費 5億  8,000万円　　

令和5年度12月補正予算概要
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2 　事業内容

○ 物価高騰対策の期間延長

－ ＬＰガス利用者の料金負担の軽減（～R6年5月） 272,000 千円

LPガス利用料金に対する1件あたり1,000円の減額

－ 工業用ＬＰガス利用者の料金負担の軽減（～R6年5月） 100,000 千円

工業用LPガスの使用量に応じた補助（6円/㎥）

－ 特別高圧受電事業者の料金負担の軽減（～R6年5月） 50,000 千円

特別高圧電力の使用量に応じた補助（1円/kWh）

－ 電気を大量に使用する高圧受電事業者の料金負担の軽減（～R6年5月）

430,000 千円

高圧電力の使用量に応じた補助（最大0.9円/kWh、上限50万円）

－ 医療機関等への支援金の支給（～R6年3月） 460,000 千円

病床数や施設類型に応じた補助

（病院2.2万円/病床、無床診療所7万円/施設など）

－ 高齢者・障害者・児童福祉施設等への支援金の支給（～R6年3月） 400,000 千円

定員数や施設類型に応じた補助

（入所施設1万円/定員、通所施設・保育所7万円/施設など）

－ 公衆浴場への支援金の支給（～R6年3月） 11,400 千円

普通公衆浴場への補助（20万円/施設）

－ 「いしかわ省エネ家電購入応援キャンペーン」の実施（12月終了見込み→R6年3月）

230,000 千円

省エネ家電購入者に省エネ性能に応じたキャッシュレスポイントを交付

－ 農業水利施設の維持管理に対する支援（～R5年12月） 5,610 千円

国の電気料金高騰対策（価格高騰分の70%助成）に上乗せ補助（15%）

○ 防災・減災、国土強靱化対策

－ 抜本的な治水対策である河川改修等の促進 4,589,665 千円

若山川、熊木川、米町川、犀川、西川、動橋川など県下全域18河川の改修、

鍋谷川の改良復旧

－ 緊急輸送道路等の整備･防災対策の促進 4,757,314 千円

能越自動車道（輪島道路、田鶴浜七尾道路）、

のと里山海道4車線化

（柳田IC～上棚矢駄IC間、上棚矢駄IC～徳田大津JCT間）、

金沢外環状道路 海側幹線（金沢市大河端町～福久町間）、

国道8号（小松バイパス）、

県下全域の道路法面対策、橋りょう･トンネルの長寿命化対策など

－ 農林水産業施設の防災対策の促進 4,600,093 千円

野々市市郷用水第4地区、富来漁港など

－ 砂防地すべり対策の促進 1,685,634 千円

珠洲市飯塚、白山市三坂下など
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－ 治山対策･森林整備の促進 1,287,000 千円

中能登町高畠、津幡町倉見など

－ R5年7月の大雨災害を踏まえた津幡川、能瀬川の治水機能の強化 1,000,000 千円

復旧工事と一体となった一連区間の河川改良工事の実施

○  ツキノワグマによる人身被害防止に向けた緊急対策

－ 市街地出没を想定した実地訓練の実施（2月～3月）、 5,000 千円

出没傾向・エリア等の分析・マップ化

○ 航空ネットワークを活用した交流の促進

－ のと里山空港の目標搭乗率達成に向けた緊急対策 15,000 千円

能登ならではの観光資源を活用した首都圏等へのＰＲ強化、

羽田乗継旅行による地元利用の促進

－ 小松空港国際線のアウトバウンド需要の喚起 5,000 千円

　 北陸新幹線県内全線開業によるアクセス向上を活かした長野県での

PRイベントの開催など広域的な利用の促進

○ 公共工事の通年施工対策

－ 繰越明許費の早期設定 180億2,900万円

－ ゼロ県債   11億円

○ 職員費

－ 給与改定への対応 1,846,778 千円

給与改定率＋０．９５％、

期末・勤勉手当＋０．１月（期末・勤勉手当４．４０月→４．５０月）

○新  

○新  

○新  

○新  
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